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View

History
■
高
崎
駅
〜
根
小
屋
駅

　

高
崎
駅
0
番
線
、
上
信
電
鉄
の
始

発
駅
の
ホ
ー
ム
に
立
つ
。
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
い
、
足
元
は
ス
ニ
ー
カ
ー
と

い
う
出
で
立
ち
に
、
軽
量
の
一
眼
レ

フ
。
そ
し
て
、
す
っ
か
り
愛
読
書
と

な
っ
た
歴
史
エ
ッ
セ
イ
『
高
崎
千
年

物
語
』
を
携
え
、
古
代
の
息
吹
に
触

れ
に
行
く
。

10
時
31
分
発
の
下
仁
田
行
き
に
乗

り
こ
む
。
電
車
が
住
宅
の
軒
下
を
通

り
抜
け
る
と
、
観
音
山
丘
陵
と
烏
川

河
川
敷
が
視
界
に
広
が
る
。
考
え
て

み
れ
ば
こ
の
高
崎
地
域
は
、
関
東
平

野
の
北
端
で
山
と
平
野
、
大
き
な

川
が
出
会
う
場
所
。
畿
内
よ
り
つ
な

が
る
律
令
時
代
の
幹
線
道
路
「
東と
う

山さ
ん

道ど
う

」
の
東
国
の
玄
関
口
で
も
あ
る
。

古
代
人
が
こ
う
し
た
地
域
を
拠
点
と

し
、
東
国
文
化
発
祥
の
地
と
い
わ
れ

日本最古級の「History日本最古級の「HistoryHistory上HistoryHistoryこうずけさんぴHistoryHistory野三碑HistoryHistory」HistoryHistory　～ HistoryHistory」History　～ History」History金井沢碑・山上碑・多胡碑History～ History　日本の石碑は、古代中国や朝鮮半島の文化の影響を受けて、7世紀に始まった。平安時代以前のHistory　日本の石碑は、古代中国や朝鮮半島の文化の影響を受けて、7世紀に始まった。平安時代以前のHistory石碑は、国内に16例しか現存せず、その3例が高崎に存在する上野三碑（金井沢碑・山上碑・多History石碑は、国内に16例しか現存せず、その3例が高崎に存在する上野三碑（金井沢碑・山上碑・多History胡碑）。いずれも国の特別史跡（関東地方では10件）に指定され、観音山丘陵の南端の山名町とそHistory胡碑）。いずれも国の特別史跡（関東地方では10件）に指定され、観音山丘陵の南端の山名町とそHistory
の西に位置する吉井町のわずか数キロの範囲に分布する集中度は、他に例を見ないという。「千三百
History

の西に位置する吉井町のわずか数キロの範囲に分布する集中度は、他に例を見ないという。「千三百
History

年前の古代高崎地域には文字を理解した人々がかなりいたことが推察され、相当に文化度が高かっ

History
年前の古代高崎地域には文字を理解した人々がかなりいたことが推察され、相当に文化度が高かっ

History
た」と、歴史エッセイ『高崎千年物語』（若狭徹著・高崎市発行）の中で若狭徹氏は記している。
　そんな奇跡のような3つの石碑を巡りたいと、上信電鉄に乗って出かけた。

る
ほ
ど
高
い
文
化
度
を
誇
っ
て
い
たView
る
ほ
ど
高
い
文
化
度
を
誇
っ
て
い
たView

事
実
が
、
目
前
の
風
景
か
ら
説
得
力View
事
実
が
、
目
前
の
風
景
か
ら
説
得
力View

を
も
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。View
を
も
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。ViewView                      View

　

最
初
に
行
く
の
は
「
金
井
沢View
　

最
初
に
行
く
の
は
「
金
井
沢View

碑
」。
最
寄
り
の
根
小
屋
駅
にView
碑
」。
最
寄
り
の
根
小
屋
駅
にViewView10ViewView時View

37
分
着
。
女
性
の
駅
長
が
ホ
ー
ム
でView
分
着
。
女
性
の
駅
長
が
ホ
ー
ム
でView

迎
え
て
く
れ
る
。
駅
舎
は
青
に
ペ
イView
迎
え
て
く
れ
る
。
駅
舎
は
青
に
ペ
イView

ン
ト
さ
れ
た
小
さ
な
民
家
の
よ
う
。View
ン
ト
さ
れ
た
小
さ
な
民
家
の
よ
う
。View

花
壇
に
植
え
ら
れ
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
のView
花
壇
に
植
え
ら
れ
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
のView

香
り
が
す
が
す
が
し
い
。
緩
や
か
なView
香
り
が
す
が
す
が
し
い
。
緩
や
か
なView

上
り
坂
を
進
ん
で
家
並
み
が
途
切
れView
上
り
坂
を
進
ん
で
家
並
み
が
途
切
れView

る
と
木
立
が
う
っ
そ
う
と
し
、
途
中View
る
と
木
立
が
う
っ
そ
う
と
し
、
途
中View

「
金
井
沢
之
碑
入
口
」
と
書
か
れ
たView
「
金
井
沢
之
碑
入
口
」
と
書
か
れ
たView

石
柱
の
と
こ
ろ
を
左
に
下
る
。
初
夏View
石
柱
の
と
こ
ろ
を
左
に
下
る
。
初
夏View

の
陽
射
し
が
和
ら
ぎ
心
地
よ
い
風
がView
の
陽
射
し
が
和
ら
ぎ
心
地
よ
い
風
がView

伝
わ
る
。
左
側
に
頻
繁
に
通
る
自
動View
伝
わ
る
。
左
側
に
頻
繁
に
通
る
自
動View

車
の
音
を
意
識
し
な
が
ら
進
ん
で
いView
車
の
音
を
意
識
し
な
が
ら
進
ん
で
いView

歴史ロマン  発見

金井沢碑

山上碑

多胡碑

根小屋駅

烏　川

山名駅

高崎商科
大学前駅

西山名駅

鏑　川
馬庭駅

吉井駅

大和屋吉井店

やはたや山名八幡宮

R254
R174

中
山
峠

上信
電鉄
線

上野三碑の位置

歴史ロマン
発見

上信電鉄で巡る石
い し ぶ み

文の里
上野三碑（左から金井沢碑、山上碑、多胡碑）

心 に 響 く 古 代 か ら の メ ッ セ ー ジ心 に 響 く 古 代 か ら の メ ッ セ ー ジ心 に 響 く 古 代 か ら の メ ッ セ ー ジ



く
と
、
や
が
て
休
憩
所
や
公
衆
ト
イ

レ
が
整
備
さ
れ
、
そ
の
先
の
畑
の
中

の
細
い
道
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
碑
の

覆お
お
い
や屋
が
あ
る
。
駅
か
ら
20
分
程
の
距

離
だ
。

  ■
金
井
沢
碑

　

高
さ
1
メ
ー
ト
ル
強
の
自
然
石
に

漢
字
１
１
２
文
字
が
刻
ま
れ
た
金
井

沢
碑
は
、
奈
良
時
代
前
半
の
神
亀
3

（
７
２
６
）
年
に
建
立
さ
れ
た
。
下

賛
（
下
佐
野
）
郷
高
田
里
に
住
む
豪

族
の
一
族
が
、
当
時
最
新
の
文
化
で

あ
る
仏
教
思
想
に
よ
っ
て
祖
先
を
供

養
し
た
碑
で
あ
り
、
古
代
氏
族
の
関

係
や
思
想
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要

な
史
料
。
さ
ら
に
、
碑
文
に
は
「
群

馬
」
の
2
文
字
が
刻
ん
で
あ
り
、
こ

れ
は
地
元
に
お
け
る
最
も
古
い
用
例

で
、
奈
良
時
代
の
朝
廷
の
地
名
改
定

の
政
令
が
地
方
で
も
厳
守
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
証
明
す
る
行
政
史
の
一
級

資
料
と
い
う
。

  ■
根
小
屋
駅
か
ら
山
名
駅
・

　

山
名
八
幡
宮

　

根
小
屋
駅
か
ら
山
名
駅
ま
で
の
切

符
１
７
０
円
を
購
入
し
、
11
時
45
分

の
電
車
に
乗
る
。
5
分
ほ
ど
で
山
名

駅
に
到
着
。
駅
の
す
ぐ
前
に
は
山
名

八
幡
宮
が
あ
る
。
安
産
・
子
育
て
の

神
と
し
て
知
ら
れ
る
山
名
八
幡
宮

は
、
新
田
荘
を
開
い
た
新
田
義
重
の

三
男
義
範
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。

鎌
倉
街
道
沿
い
に
あ
っ
て
、
鎌
倉
時

代
後
期
に
は
そ
の
門
前
に
宿
が
形
成

さ
れ
て
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
。
義
範

は
、
こ
の
山
名
郷
に
入
り
山
名
氏
の

祖
と
な
っ
た
。
史
書
「
吾
妻
鏡
」
に

は
山
名
義
範
の
名
が
随
所
に
残
さ

れ
、
源
頼
朝
の
御
家
人
と
な
っ
て
活

躍
し
た
と
あ
る
。
そ
の
後
山
名
氏

は
足
利
尊
氏
に
従
い
西
日
本
に
勢
力

を
伸
ば
し
、
室
町
時
代
を
支
え
る
有

力
な
守
護
大
名
に
な
っ
て
い
く
。
応

仁
の
乱
を
引
き
起
こ
し
た
山
名
持
豊

（
宗
全
）
は
、
こ
の
山
名
氏
の
子
孫

で
あ
る
。

■
海
鮮
割
烹
「
や
は
た
や
」
で
昼
食

　

山
名
八
幡
宮
の
鳥
居
の
前
か
ら
伸

び
る
道
を
直
進
し
て
3
分
ほ
ど
歩
い

た
と
こ
ろ
に
、
オ
ス
ス
メ
の
ラ
ン

チ
ス
ポ
ッ
ト
、
海
鮮
割
烹
「
や
は
た

や
」
が
あ
る
。
竹
林
や
雑
木
に
囲
ま

れ
た
数
寄
屋
造
り
で
、
手
入
れ
さ

れ
た
庭
園
に
は
青
々
と
し
た
緑
が
繁

る
。
初
夏
の
陽
射
し
か
ら
逃
れ
、

ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
。
情
緒
あ
る
庭

を
観
賞
し
な
が
ら
小
鉢
が
並
ぶ
「
や

は
た
や
御
膳
」（
１
、９
８
０
円
）
を

い
た
だ
く
。
こ
こ
で
し
っ
か
り
食
べ

て
休
ん
で
、
あ
と
2
つ
の
古
碑
を
巡

る
た
め
の
鋭
気
を
養
う
。

●海鮮割烹やはたや
 群馬県水産市場の経営に長い間携わって
きた石井さんが、自信を持って仕入れる旬
の良質な食材を提供する評判の店。雑木か
らなる京風庭園を眺めながらの食事は、心
洗われるひととき。ランチは 880～ 2,000
円前後のメニューが揃い、満足感いっぱい。
高崎市山名町 178-3  TEL.027-347-4711
営業時間 : 昼 11時 30分～ 14時　夜17時
～ 22時（月曜定休）

山名八幡宮

金井沢碑覆屋



View

History
示
通
り
に
軒
が
並
ぶ
通
り
を
進
ん
だ

先
、
家
と
家
の
間
の
狭
い
路
地
が
古

碑
に
つ
な
が
る
道
と
な
っ
て
い
て
面

白
い
。
畑
の
中
の
小
道
を
ズ
ン
ズ
ン

行
く
と
、
草
い
き
れ
と
土
の
匂
い
、

ブ
ン
ブ
ン
と
い
う
蜜
蜂
の
羽
音
な

ど
、
密
度
の
濃
い
自
然
界
に
放
り
出

さ
れ
る
。
１
、３
０
０
年
前
の
自
然

は
も
っ
と
深
く
て
濃
厚
だ
っ
た
に
違

い
な
い
。
や
っ
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

広
い
道
路
に
出
る
と
、
静
か
な
隠
れ

里
で
民
家
も
間
バ
ラ
。
３
０
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
歩
く
と
右
側
に
「
山
上
碑

入
口
」
の
看
板
が
出
て
く
る
。
そ
こ

か
ら
１
７
７
段
の
石
段
を
上
る
。
日

当
た
り
の
よ
い
南
斜
面
の
は
ず
が
、

雑
草
や
木
々
が
生
い
茂
り
、
碑
の
覆

屋
と
そ
の
横
の
古
墳
は
ひ
っ
そ
り
と

包
み
込
ま
れ
て
い
る
。
山
名
八
幡
宮

を
出
発
し
て
か
ら
約
30
分
が
経
過
し

て
い
た
。

■
山
上
碑

　

覆
屋
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
の
ぞ
い
た

石
碑
は
、
高
さ
1
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

親
指
形
の
自
然
石
。
６
８
１
年
に
建

て
た
と
い
う
銘
文
が
あ
る
山
上
碑
は

完
存
し
て
い
る
も
の
で
は
国
内
最
古

の
石
碑
だ
。
僧
で
あ
っ
た
長ち
ょ
う
り利
が
亡

き
母
を
顕
彰
す
る
た
め
に
建
て
た
も

の
で
、
53
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

傍
ら
に
は
そ
の
母
を
葬
っ
た
と
み
ら

れ
る
古
墳
（
山
上
古
墳
）。
碑
に
出

て
く
る
佐
野
三
家
（
屯み
や
け倉
）
の
文
字

か
ら
、
高
崎
市
南
西
部
の
「
佐
野
」

一
帯
に
ヤ
マ
ト
政
権
の
経
済
・
軍
事

上
の
要
地
に
設
置
し
た
支
配
拠
点
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
な
ど
、
古
代

の
家
族
史
や
地
域
史
の
解
明
に
果
た

す
役
割
は
大
き
い
と
い
う
。

■
山
上
碑
か
ら
西
山
名
駅
へ

　

山
上
碑
か
ら
下
っ
て
上
信
電
鉄
の

西
山
名
駅
に
向
か
う
途
中
、
東
に
黄

金
色
の
麦
畑
が
広
が
る
。
そ
の
右
側

一
帯
に
は
小
丘
が
密
集
す
る
山
名

古
墳
群
が
あ
り
、
そ
の
中
に
山
名
地

域
で
初
め
て
6
世
紀
末
頃
に
造
ら
れ

た
中
型
の
前
方
後
円
墳
・
伊
勢
塚
古

墳
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
山
上
碑

（
６
８
１
年
）、
金
井
沢
碑
（
７
２
３

年
）
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
山
名
地
域

を
東
国
有
数
の
文
化
地
帯
に
発
展
さ

せ
た
主
が
眠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

■
吉
井
駅
か
ら
多
胡
碑
へ

　

西
山
名
駅
か
ら
吉
井
駅
に
向
か
う

途
中
、
鏑か

ぶ
ら
が
わ川

を
渡
る
。
山
上
碑
、
金

井
沢
碑
は
、
烏
川
と
鏑
川
に
は
さ
ま

れ
た
地
域
に
、
こ
れ
か
ら
訪
ね
る
多

胡
碑
は
鏑
川
沿
い
に
あ
り
、
豊
か
な

川
の
流
れ
は
古
代
人
た
ち
の
暮
ら
し

に
便
利
さ
や
恵
み
を
も
た
ら
し
た
の

だ
ろ
う
。

　

吉
井
駅
に
着
く
と
、
上
信
電
鉄
の

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
無
料
で
自
転
車
が

借
り
ら
れ
る
。

　

自
転
車
で
吉
井
駅
か
ら
右
斜
め
に

■
山
名
八
幡
宮
か
ら

History
山
名
八
幡
宮
か
ら

History
石い
し
ぶ
み碑
の
路み
ち

を

　

通
っ
て
山
上
碑
へ

History　
通
っ
て
山
上
碑
へ

History　

山
名
八
幡
宮
の
正
面
右
端
よ
り
上

History　

山
名
八
幡
宮
の
正
面
右
端
よ
り
上

History
り
坂
の
小
道
が
始
ま
る
。
こ
こ
が
山

History
り
坂
の
小
道
が
始
ま
る
。
こ
こ
が
山

History
上
碑
と
金
井
沢
碑
に
続
く
５

History
上
碑
と
金
井
沢
碑
に
続
く
５

History
km
程
の

自
然
歩
道
「

History
自
然
歩
道
「

History
石い
し
ぶ
み碑
の
路み
ち

」
の
起
点
。

万
葉
集
の
な
か
の

History
万
葉
集
の
な
か
の

History
上こ
う
ず
け野
国の
く
にを
詠
ん
だ

和
歌
を
刻
ん
だ

History
和
歌
を
刻
ん
だ

History
29
の
碑
が
道
中
に
建

つ
。
人
の
手
が
最
小
限
に
加
え
ら
れ

History
つ
。
人
の
手
が
最
小
限
に
加
え
ら
れ

History
た
山
道
を
歩
く
と
き
、
文
明
か
ら
隔

History
た
山
道
を
歩
く
と
き
、
文
明
か
ら
隔

History
絶
さ
れ
、
ま
さ
に
古
代
万
葉
の
世
界

History
絶
さ
れ
、
ま
さ
に
古
代
万
葉
の
世
界

History
に
ど
っ
ぷ
り
浸
る
こ
と
が
で
き
る
。

History
に
ど
っ
ぷ
り
浸
る
こ
と
が
で
き
る
。
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山
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に

History　

山
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八
幡
宮
の
裏
山
を
案
内
に

History
従
っ
て
進
ん
で
行
く
。
上
り
き
っ
た

History
従
っ
て
進
ん
で
行
く
。
上
り
き
っ
た

History
と
こ
ろ
の
石
段
を
降
り
る
と
、
山
名

History
と
こ
ろ
の
石
段
を
降
り
る
と
、
山
名

History
団
地
の
住
宅
地
に
出
る
。
案
内
表

History
団
地
の
住
宅
地
に
出
る
。
案
内
表

History里山に分け入り古代にタイムスリップ

▲山上古墳
山名古墳群▶



View

（
７
１
１
）
年
に
上
野
国
の
片
岡
郡
、

緑み
ど
の野

郡
、
甘
楽
郡
か
ら
6
つ
の
郷
を

割
き
、
新
た
に
多
胡
郡
が
新
設
さ
れ

た
と
い
う
日
本
の
正
史
「
続し

ょ
く
に日

本ほ
ん
ぎ紀

」

に
も
記
さ
れ
た
事
実
を
、
地
元
側
で

書
き
記
し
た
も
の
が
多
胡
碑
で
あ

る
。
碑
文
の
「
羊
に
給
い
て
」
の
部

分
か
ら
、
羊
と
い
う
人
物
が
朝
廷
か

ら
郡
の
長
官
に
任
じ
ら
れ
、
朝
廷
の

高
官
の
名
を
連
ね
て
自
ら
の
正
当
性

を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

碑
文
は
80
文
字
の
し
っ
か
り
し
た

楷か
い
し
ょ
た
い

書
体
で
、
多
く
の
人
々
に
愛
好
さ

れ
、
拓
本
が
朝
鮮
・
中
国
に
伝
え
ら

れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
近
代
以
降
の

日
本
の
書
道
界
に
影
響
を
与
え
た
。

　

多
胡
の
名
の
由
来
は
、
隣
に
甘か

ん
ら楽

（=

韓か
ら

）
の
地
名
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
地
に
胡こ
ひ
と人
（
渡
来
人
）
が
多

か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

付
近
は
先
進
の
渡
来
技
術
を
導
入
し

た
一
大
手
工
業
地
域
（
糸
・
布
生

産
、
窯
業
）
で
富
裕
の
土
地
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
地
に
は
「
羊
太
夫
伝

説
」
が
伝
わ
り
、
地
元
の
人
々
は
、

多
胡
碑
を
「
ひ
つ
じ
さ
ま
」
と
呼
ん

で
信
仰
の
対
象
と
し
て
大
切
に
し
て

き
た
と
い
う
。

  ■
多
胡
碑
記
念
館

　

こ
の
多
胡
碑
か
ら
生
ま
れ
た
記
念

館
に
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
多
胡

郡
を
う
か
が
わ
せ
る
考
古
資
料
や
、

多
胡
碑
の
書
に
通
じ
る
と
さ
れ
る
中

国
古
代
の
拓
本
な
ど
、
多
胡
碑
に
関

連
す
る
資
料
が
多
数
展
示
さ
れ
て
いView
連
す
る
資
料
が
多
数
展
示
さ
れ
て
いView

て
興
味
深
い
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建
物
は
韓
国
の
上
流View
て
興
味
深
い
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建
物
は
韓
国
の
上
流View
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級
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ま
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を
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ジ
しView
階
級
の
夏
の
住
ま
い
を
イ
メ
ー
ジ
しView

て
設
計
さ
れ
、
2
階
の
露
台
の
太
鼓View
階
の
露
台
の
太
鼓View

張
り
の
障
子
や
ガ
ラ
ス
戸
を
開
け
放View
張
り
の
障
子
や
ガ
ラ
ス
戸
を
開
け
放View

つ
と
、
外
庭
か
ら
中
庭
へ
と
初
夏
のView
つ
と
、
外
庭
か
ら
中
庭
へ
と
初
夏
のView

風
が
通
り
抜
け
て
い
く
。View
風
が
通
り
抜
け
て
い
く
。View

　

ま
た
、
7
月
上
旬
に
は
「
い
し
ぶView
月
上
旬
に
は
「
い
し
ぶView

み
の
里
公
園
」
内
の
池
で
古
代
蓮View
み
の
里
公
園
」
内
の
池
で
古
代
蓮View

「
大お
お
が
は
す

賀
蓮
」
が
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲View
」
が
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲View

か
せ
る
。
多
胡
の
峰
や
鏑
川
を
わ
たView
か
せ
る
。
多
胡
の
峰
や
鏑
川
を
わ
たView

る
風
が
記
念
館
の
中
を
吹
き
抜
け
、View
る
風
が
記
念
館
の
中
を
吹
き
抜
け
、View

碑
の
覆
堂
を
囲
む
大
木
が
ざ
わ
ざView
碑
の
覆
堂
を
囲
む
大
木
が
ざ
わ
ざView

わ
と
揺
れ
な
が
ら
陽
射
し
を
和
ら
げView
わ
と
揺
れ
な
が
ら
陽
射
し
を
和
ら
げView

る
。
夏
に
向
か
っ
て
訪
れ
た
い
〝
いView
る
。
夏
に
向
か
っ
て
訪
れ
た
い
〝
いView

し
ぶ
み
の
里
〞
で
あ
る
。View
し
ぶ
み
の
里
〞
で
あ
る
。View●大和屋 高崎吉井店

　多胡碑にちなんだ「多胡の珈琲」はこの店舗だけのオリジナル
商品。コーヒーの無料サービスもあるので、休憩をかねて寄って
みよう。高崎市吉井町池 1479-1  TEL.027-320-3210　営業時
間：9時～ 18時（年中無休） 

あ
る
吉
井
小
学
校
の
脇
を
通
り
、
踏

切
を
渡
っ
て
道
な
り
に
進
み
、
大
通

り
の
信
号
を
そ
の
ま
ま
直
進
。
道
端

の
案
内
表
示
に
従
っ
て
進
む
。
吉
井

運
動
公
園
の
向
か
い
に
あ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
場
の
間
を
抜
け
た
と
こ
ろ

に
多
胡
碑
記
念
館
が
あ
る
。
駅
か
ら

自
転
車
で
約
20
分
。

■
多
胡
碑

　

覆
屋
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
た
多
胡

碑
は
、
山
上
碑
と
金
井
沢
碑
が
自
然

石
製
な
の
に
対
し
、
切
石
製
で
上
に

笠
石
を
乗
せ
た
端
正
な
姿
。
刻
ま
れ

た
文
字
に
も
味
わ
い
が
あ
っ
て
、
全

体
に
風
格
を
放
っ
て
い
る
。

　

平
城
京
遷
都
の
翌
年
、
和
銅
4

丘陵と豊かな河川が育んだ古代文化

多胡碑覆屋

古代蓮「大賀蓮」 多胡碑記念館

鏑川を渡り吉井駅へ

歴史ロマン  発見
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■山車・みこし巡行■カラオケ大会
■だんべえ踊り■和太鼓■創作ダンス
■獅子舞■盆踊り■八木節

　古くから続く伝統的なおまつりで
す。山車・みこし巡行や多彩なイベ
ントが開催されます。多くの皆様の
お越しをお待ちしております。

【まつり】ステージイベント（ふれあいステージ・キャラクターショーほか）
　　　　  フィールドイベント（模擬店、体験広場ほか）
　　　　  ＝午前１０時～午後５時
【花火大会】　＝午後７時３０分～午後８時１５分

　第 32 回目をむかえる「箕郷ふるさと夏祭り」は、
住民の手作りによるお祭りになるよう実行委員会で検
討を重ね、子供からお年寄りまで参加できる各種イベ
ントを予定しています。
　祭りの締めくくりは夜空に舞う約 2,000 発の花火。
ふれあい公園で寝そべってお楽しみください。

● 01

● 02

● 03

● 04

● 05

● 06

よしい祇園まつり

第３２回箕郷ふるさと夏祭り

第３３回ぐんま「はにわの里」夏まつり

くらぶちの夏祭り

高
崎
市
の
夏
祭
り

7 
（土）
21

榛名湖畔
（榛名湖町）

榛名の祭り花火大会

新町ふるさと祭り「花火大会・灯籠流し」「ふれあい盆踊り大会」

8 
（金）
3

　風情ある灯籠流しと趣向を凝らした花火
が一緒に楽しめるのが見どころ。グラウン
ド内に櫓を設置し、盆踊り大会も併せて実
施されます。
　当日は、混雑が予想されますので、公共
交通機関等をご利用ください。

　くらぶちの夏祭りは、住民参加による楽
しいお祭りです。
　地域の子どもたちが大切に継承する花車
（だし）囃子の発表や民謡愛好会の生演奏に
よる盆踊り、恒例のワイワイチャレンジな
どに参加していただけます。
　午後８時からの花火大会は、倉渕支所の
庭から間近に見られます。真夏のひと時を
お楽しみください。

小雨決行　　
烏川総合グラウンド・
温井川河畔

午後２時～８時３０分
花火大会  午後８時～

8 
（木）
16

8 
（土）
18

午前１０時～
ふれあい公園

7 
（日）
29

【まつり】市民活動センター（愛称：ソシアス）
【花　火】上毛野はにわの里公園

8 
（日）
12

MATSURI

MATSURI

MATSURI

MATSURI

内容（予定）

MATSURI

MATSURI

URL  http://www.takasaki-kankoukyoukai.or.jp   E-mail  kankoukyoukai@city.takasaki.gunma.jp

吉井文化会館周辺「けやき広場」
（上信電鉄吉井駅から徒歩３分）

●お問い合わせ：吉井支所産業課　
　 TEL.０２７－３８７－３１３４

●お問い合わせ：群馬支所産業課   TEL.０２７－３７３－１２１１

●お問い合わせ：倉渕支所地域振興課
　 TEL.０２７－３７８－３１１１　

●お問い合わせ：箕郷支所産業課　TEL.０２７－３７１－９０６５

●お問い合わせ：新町支所地域振興課　TEL.０２７４－４２－１２３４

※花火大会・灯籠流しは雨天の場合
　翌日１７日（金）

倉渕支所（倉渕町三ノ倉）

●お問い合わせ
　榛名支所産業観光課
　 TEL.０２７－３７４－５１１１

　榛名湖畔で行われる花火大会です。打上花火はもち
ろん、モーターボートから次々と湖面に投げ込まれる
水中花火は扇型に開き、水面を華やかに彩ります。榛
名湖は周囲を榛名外輪山に囲まれているので、その中
に響き渡る花火の音も大会の雰囲気を盛り上げます。
　さらに一昨年からはカラーレーザー装置を導入して、
花火と併せて夏の空を鮮やかに照らし出していて、他
では見られない演出です。

内容
時間



第３８回 高 崎 ま つ り

東・南地区21台が出場
　「高崎まつり」山車巡行も、今年は通算38回を向かえ、「山車まつり」として独立してから10回目となり
ます。今年は、輪番制により、東・南地区の21台が出場予定です。
　8月4日（土）は、東・南地区21台の山車が駅前通りに集合します。その後、もてなし広場まで巡行し、夕刻「集
結式」に山車が一堂に集結する情景は圧巻です。式終了後、太鼓の叩き合い、山車囃子が響くなか、夜空に
花火が上がり、祭りは最高潮を迎えます。8 月５日（日）は、田町通りに勢揃いします。叩き合いでお祭を
盛り上げます。詳細は、これから実施本部でつめて、広報、パンフレットでお知らせします。

積極的に繋がろう ～市民総参加と被災地域支援～
●ワッペンつけて高崎まつりに参加しよう！
　第２回のまつりから続くワッペンは、市民総参加のあら
われです。「花火」をテーマに２色と限定されたなかでデザインされたこの作品
は、過去最高 2314通の応募作品から選ばれました。

●高崎まつりの大花火大会はどこにも負けない大迫力！
　わずか 50 分間に 15,000 発の打上げは、市街地開催という制約から考え出
された高崎ならではのスタイルでしょう。
　新たに烏川緑地（高松エリア）有料観覧席が加わり、更なる魅力となります。

●高崎まつりは２日間ずっと面白い！
　神輿に和太鼓、阿波踊りなどの伝統文化、だるまの街ならではの巨大だるま・
創作だるまみこし、被災地域からの出店にはじまる露店が賑いを演出いたします。
山車まつり、技能祭も同時開催となる賑やかな高崎まつりに、ぜひお越し下さい。

　昨年度の高崎観音山万灯会は、東日本大震災の犠牲者の慰霊と被災
復興支援の思いを込めて、鳴り物を少し自粛しつつ本来の静かなしめ
やかなお祭りとなりました。
　第 16 回となる本年はその願いを踏襲しつつも少しは元気の出るイベ
ントを増やしたいと思います。具体的には昨年中止にした洞窟観音の
ハワイアンフェスティバルの復活です。これにより周遊コースが成立
して、観音山をまんべんなく楽しみながら散策していただけます。例
年通りに、15,000 個の灯明と 1,500 基の灯籠によって、高崎白衣大
観音を中心に、観音山商店街、平和塔ひろば、石段から清水寺、洞窟
観音と、観音山全体を厳かに照らし出します。高崎の夏の終わりを告
げる幽玄な風物詩であることは言うまでもありません。ぐるりんバス
など公共交通機関をご利用いただき、清水寺石段より徒歩にてのお詣
りをお勧めします。

第 1 6 回 高崎観音山  万灯会
午後5時～ 9時 30 分
観音山一帯にて開催

● 07

● 08

● 10

● 09

高
崎
市
の
夏
祭
り

8 
（土）
25

《大花火大会》４日（土）
午後 7時４０分～ 8時３０分

両日午後 1時～

●お問い合わせ：㈳高崎観光協会事務局へ　TEL.027-321-1257　I n q u i r y

MATSURI
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ようこそ高崎 人情市

●お問い合わせ：事務局 NPO法人高崎やる気堂（高崎市石原町 3235）
　 TEL&FAX ０２７－３２１－９２６２　http://ninjou.gunmablog.net/

今後のスケジュール
　平成 24年 7月 21 日（土）（午後 3 時から午後 9 時頃  午後7 時から人情市ナイトシアター）
　平成 24 年 7月 22 日（日）（午前 8時～午後 3時）
　平成 24 年 8月 26 日（日）（午前 8時～午後 3時）
　平成 24 年 9月 23 日（日）（午前 8時～午後 3時）

MATSURI

機関車の街・高崎  まちなかスタンプラリーRALLY

8 
（土）（日）
4 5・

伝
統
の

山
車
巡
行

　昨年開催された「群馬デスティネーションキャンペーン
（群馬 DC）」に引き続き、群馬の魅力を PR する「ググっ
とぐんま観光キャンペーン」が 7月1日から9月30日
の 3ヶ月間実施されます。「心にググっとぐんま　わくわ
く 体験 新発見」をテーマに、体験メニューなどいろいろ
なイベントが開催されます。

　高崎でこの期間中に実施する「機関車の街・高崎　まちな
かスタンプラリー」はSLのD51、C61、電気機関車のデキと
いった魅力あふれる機関車が走るこの街ならではのイベント。
高崎駅周辺のお菓子屋さんや工芸品店、飲食店など約 30 店
舗から 3 店舗で関連グッズを購入すると特製の「機関車だる
ま」をプレゼントします。専用台紙は高崎駅総合案内所で。

もてなし広場

●お問い合わせ：機関車の街・高崎 事務局（高崎市観光課内）TEL.０２７－３２１－１２５７

まん どう え



壮大な規模を誇る高崎城
郭内だけで５万坪を超える広さ

「
観
光
た
か
さ
き
」
夏
号
（
第
１
１
９
号
） 

平
成
24
年
７
月
１
日
発
行　
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崎
観
光
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市
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松
町
（
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市
役
所
） 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
７-

３
２
１-

１
２
５
７ 

■
制
作
／
株
式
会
社
グ
ラ
ス
ロ
ー
ド
社 

TAKASAKI

高崎の観光再発見 VOL.5
江　戸　の　時　代

お問い合わせは㈳高崎観光協会事務局へ　TEL.027-321-1257
URL： http://www.takasaki-kankoukyoukai.or.jp　E-mail：kankoukyoukai@city.takasaki.gunma.jp

は
、
高
崎
城
主
・
安
藤
重
信
が
元
和
5
年年

（
１
６
１
９
）
に
植
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

城
址
公
園
と
し
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本
格
的
に
整
備
さ
れ
た

　

城
址
公
園
と
し
て
本
格
的
に
整
備
さ
れ
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の
は
１
９
９
０
年
代
以
降
で
、
お
堀
の
フ
ェ

ン
ス
は
、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
に
親
交
し
た

故
・
水
原
徳
言
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

だ
。
か
つ
て
は
お
堀
で
ス
ケ
ー
ト
が
で
き
た

と
か
、
鯉
を
釣
っ
た
と
い
う
話
も
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
る
。
戦
中
の
食
糧
難
で
は
、
お
堀

の
カ
エ
ル
ま
で
食
用
に
さ
れ
た
と
い
う
。

●
歴
史
を
楽
し
め
る
公
園
に

　

群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
の
東
側
に
、
高
崎

城
の
乾
い
ぬ
い
や
ぐ
ら
櫓
と
東
門
が
復
元
さ
れ
て
お
り
、
お

堀
と
と
も
に
高
崎
城
址
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ

て
い
る
。
乾
櫓
は
、
も
と
は
本
丸
の
北
側
に

あ
り
、
維
新
後
、
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
た

が
、
昭
和
52
年
に
現
在
地
に
復
元
さ
れ
た
。

乾
櫓
は
群
馬
県
内
で
唯
一
残
る
城
郭
建
築

で
、
と
て
も
貴
重
だ
。
東
門
は
、
市
役
所
前

の
信
号
の
少
し
東
側
、
お
堀
の
「
出
桝
形
」

の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
商
人
も
通
る
通
用
門

と
な
っ
て
い
た
も
の
だ
。

　

高
崎
城
は
、
詳
細
な
絵
図
面
が
残
っ
て
い

て
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
当
時
そ
の
ま
ま
に

復
元
で
き
る
そ
う
だ
。

復
元
で
き
る
そ
う
だ
。

　

お
堀
は
、
か
つ
て
の
城
の
大
き
さ
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
場
所
だ
。
今
残
っ
て
い
る
高

崎
の
お
堀
は
、
慶
長
３
年
（
１
５
９
８
）
に

井
伊
直
政
が
築
い
た
高
崎
城
の
一
番
外
側
の

「
三
の
丸
堀
」
で
、
現
在
の
総
延
長
で
１
・
１

km
も
あ
る
。
江
戸
期
の
城
跡
が
、
群
馬
県

内
で
こ
れ
ほ
ど
立
派
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の

は
、
高
崎
城
以
外
に
は
な
い
。
高
崎
城
址
は

高
崎
を
訪
れ
た
人
に
、
ぜ
ひ
歩
い
て
ほ
し
い

自
慢
の
散
策
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

●
壮
大
な
高
崎
城
の
縄
張
り

　

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）、
徳
川
家
康

は
江
戸
に
入
府
す
る
と
、
四
天
王
の
一

人
、
井
伊
直
政
を
北
関
東
の
要
、
箕
輪

城
（
高
崎
市
箕
郷
町
）
に

入
城
さ
せ
た
。
慶
長
三
年

（
１
５
９
８
）、
直
政
は
中
山

道
と
三
国
街
道
の
分
岐
点
、

和
田
に
城
を
築
い
て
、
地
名

も
「
高
崎
」
と
改
め
た
。

高
崎
城
は
、
郭
内
だ
け
で

5
万
坪
を
超
え
る
壮
大
な

規
模
で
、
関
ヶ
原
の
合
戦
の

際
、
中
山
道
を
西
進
し
た

徳
川
秀
忠
の
軍
勢

徳
川
秀
忠
の
軍
勢
33
万
が
万
が

城
内
に
駐
留
で
き
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

高
崎
城
は
、
持
久
戦
も
含
め
た
攻
防
が

計
算
さ
れ
た
城
で
、
三
層
櫓
造
り
の
本
丸

は
、
現
在
の
和
田
橋
東
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
あ
た
り
に

あ
っ
た
。
そ
の
周
り
に
二
の
丸
、
三
の
丸
が

あ
り
、
本
丸
堀
、
二
の
丸
堀
、
三
の
丸
堀
と

土
塁
で
三
重
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
土
塁
の
上

に
は
塀
が
廻
ら
さ
れ
、
鉄
砲
や
矢
で
迎
え

討
つ
た
め
の
小
窓
や
狭
間
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。
二
の
丸
堀
の
発
掘
調
査
で
は
、
深
さ
が

6
〜
7
ｍ
で
、
敵
の
侵
攻
を
防
ぐ
た
め
、
堀

の
底
に
は
升
目
状
に
深
く
掘
り
下
げ
た
「
障

子
堀
」
と
呼
ば
れ
る
罠
が
見
つ
か
っ
て
い

る
。

　

現
在
残
っ
て
い
る
三
の
丸
堀
は
、
本
丸
堀

や
二
の
丸
堀
に
比
べ
て
浅
く
幅
も
狭
い
。
土

堀
の
た
め
に
深
さ
は
不
明
だ
が
、
高
崎
市
に

よ
れ
ば
、
今
は
50
cm
か
ら
1
ｍ
程
度
の
水
深

で
は
な
い
か
と
い
う
。

●
市
民
が
憩
う
桜
の
名
所

　

現
在
、
お
堀
の
土
塁
に
は
２
７
０
本
ほ
ど

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
、
市
民
が
憩

う
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
高
崎
城
時
代

は
ま
だ
桜
は
な
く
雑
木
が
植
え
ら
れ
て
い

た
。
ち
な
み
に
高
崎
公
園
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン

た
。
ち
な
み
に
高
崎
公
園
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン

高
崎
城
の
面
影
を
伝
え
る
お
堀

御城御普請所御願済絵図（75.5 × 76.5cm）御城御普請所御願済絵図（75.5 × 76.5cm）
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